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 キリスト教は「キリストは復活した（起こされた）」という宣教から始まった。マタイ、

ルカ、ヨハネ福音書は、復活したキリストに弟子たちは出会い、会話を交わしたと書いて、

復活が確かな出来事であることを伝えている。新約聖書の中で、キリストの復活を最初に

伝えたのは、紀元 55 年頃、パウロが書いた「コリント信徒への手紙 Ⅰ」の 15 章である。

パウロは「最も大切なこととして私があなたがたに伝えたのは、私も受けたものです。す

なわち、キリストが、聖書に書いてあるとおり私たちの罪のために死んだこと、葬られた

こと、また、聖書に書いてあるとおり三日目に復活したこと」であると、キリストは聖書

（旧約）に書いてある通り、十字架で死に、三日目に復活したと明言している。続いて、

復活したキリストは「ケファ（ペトロ）に現れ、それから十二人に現れたことです。その

後、五百人以上のきょうだいたちに同時に現れました。…そして最後に、月足らずで生ま

れたような私にまで現れました」と、復活したキリストは 12 弟子、500 人の兄弟姉妹たち、

更に、私にも現れたと証言している。更に「キリストが死者の中から復活した、と宣べ伝

えられているのに、あなたがたの中のある者が、死者の復活などない、と言っているのは

どういうわけですか」と問いかけ、「キリストが復活しなかったのなら、私たちの宣教は無

駄であり、あなたがたの信仰も無駄になります。それどころが、私たちは神について偽証

した者ということになります」と、キリストが復活しなかったならば、神について偽証し

たことになり、信仰も宣教も無意味になると語っている。そして、キリストが復活したの

ならば、「死者はどのように復活するのか」と聞く者に対して、パウロは「朽ちるもので蒔

かれて、朽ちないものに復活し、卑しいもので蒔かれ、栄光あるものに復活し、弱いもの

で蒔かれ、力あるものに復活し、自然の体で蒔かれ、霊の体に復活します。自然の体があ

るのですから、霊の体もあるわけです」と応えている。「霊の体」の「体」は「ソーマ」と

いうギリシア語で、人の体である肉は「サルクス」という。パウロは「肉（サルクス）と

血は神の国を受け継ぐことができません」と言っている。復活は、朽ちる、卑しい、弱い、

「自然の体」ではなく、朽ちない、栄光ある、力ある「霊の体」であると語っている。 

 「霊の体」とは、どんな体なのか。「霊」は神との交流を可能にし、神の御心を人間に諭

す神ご自身である。その霊は、人間の五感で認知することではなく、信仰において「然り」

と受け入れることである。復活を信じられないトマスは、復活したキリストが現われ、釘

で打たれた手と槍で刺された脇腹を見せられた時、「私の主、私の神よ」と言って、ひれ伏

した。キリストは「私を見たから信じたのか。見ないで信じる人は、幸いである（ヨハネ

20:29b)」と言われた。この言葉が、復活信仰のキーワードである。「ペトロの手紙 Ⅰ」の

1 章 8 節に「あなたがたは、キリストを見たことがないのに愛しており、今見てはいない

のに信じており、言葉に尽くせないすばらしい喜びに溢れています。それは、あなたがた

が信仰の目標である魂の救いを得ているからです」と書いている。初代教会においてキリ

ストの復活を語る宣教者が、信徒たちが復活したキリストを見たように、私たちにも見せ

てくれと懇願された時、あなたがたは見てはいないが、信じて喜び、魂の救いを得ている

と答えたのである。私も、復活したキリストを目で見、言葉を交わしたことはない。しか

し、十字架の死によって、私を赦し、あるがままの私に「それでよし、生きよ」と是認さ

れ、復活した「霊の体」のキリストが私と共にいて、そのように生きる命を約束してくだ

さっている。この十字架と復活信仰によって、私は生かされたことを喜び、私の救いとし

てきた。ちなみに、私の悪性リンパ腫は抗がん剤が効き、ペットの検査結果を受け、医者

から「完全寛解」と告げられた。後 2 年、定期検査を受けるとのこと。感謝である。 


